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新 開 発 

 

 

 

 

 

■要旨 

株式会社ダイヘンは、高速電力線通信「High Definition Power Line Communication（以下、

ＨＤ-ＰＬＣ）」に対応した変圧器の基礎技術を世界で初めて確立いたしました。 

現在、ＨＤ-ＰＬＣの適用範囲は分電盤から各機器の間のみに制限されていますが、経済産業省

により新事業の迅速な創出を目的とした「レギュラトリー・サンドボックス」※１制度導入が提言

されており、今後電波法の規制が緩和されることでＨＤ-ＰＬＣの適用範囲が大きく拡大すること

が予想されます。 

当社は当該技術の実用化に向けた本格的な検証を進め、今後拡大化していくＨＤ-ＰＬＣに対応

する変圧器の製品化を通じてＩｏＴ社会の発展に貢献致します。 

 

■開発の背景 

通信インフラの構築には、イーサネット（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ）や無線ＬＡＮが一般的に用いら

れていますが、イーサネットはネットワーク敷設にかかる高額な工事費用、無線ＬＡＮは他機器

からの電波干渉やセキュリティの脆弱性という課題があります。 

一方、ＨＤ-ＰＬＣは既存電力線を活用して通信を行うため、ネットワーク工事費用を削減でき、

かつセキュリティ性も高いことから、ＩｏＴ社会におけるインフラ基盤技術として注目を集めて

います。 

現在、電波法によりＨＤ－ＰＬＣ(周波数２～２８ＭＨｚ)の利用は屋内と分電盤から各機器間

のみに規制されていますが、２０１８年には技術実証時に一時的に規制を取り払い新事業を迅速

に育成する「レギュラトリー・サンドボックス」制度導入が経済産業省から提言されており、Ｈ

Ｄ－ＰＬＣ利用範囲の拡大に向けた各所での実証の進展が見込まれます。ＨＤ－ＰＬＣの適用範

囲が拡大することにより、例えば、工場の既設電力線を活用した低コストでの生産設備等の稼働

状況の｢見える化｣実現や、既存の電柱等にカメラ･センサー等を設置した安価な防犯サービスとい

った新ビジネスの創出が想定されています。 

配電線などの既存電力線に設置されている変圧器がＨＤ-ＰＬＣ信号を減衰させるため、ＨＤ－

ＰＬＣ利用範囲拡大の大きな課題の１つとされていました。当社はこれまで培った変圧器設計技

術および通信技術により、「ＨＤ-ＰＬＣ対応変圧器｣の基礎技術確立に成功しました。 

今後、高速電力線通信推進協議会(ＰＬＣ－Ｊ)やＨＤ－ＰＬＣアライアンス、高速ＰＬＣ技術

実証研究会といった業界団体・アライアンス企業と連携し、「レギュラトリー・サンドボックス」

制度を活用して実用化に向けた本格的な検証を進め、ＨＤ－ＰＬＣを活用した新市場･ビジネス創

出に貢献いたします。 

 

■特 長 

１． 従来の変圧器(ＨＤ－ＰＬＣ未対応)比で通信速度が約２倍※２に向上（社内ラボ評価） 

社内ラボでの評価※２では、従来の変圧器(ＨＤ－ＰＬＣ未対応)と比較して、平均 

約３０Ｍｂｐｓ改善し通信速度が約２倍向上することを確認しました。 

 

 

２． 従来と同等の耐電圧性能を実現 

これまで高耐電圧に対応しつつＨＤ-ＰＬＣ信号の減衰を極力抑えることが技術的障壁と考

えられていましたが、従来の変圧器と同等の耐電圧性能を確保しました。 

 

世界初！高速電力線通信（ＨＤ-ＰＬＣ）に対応した 

変圧器の基礎技術を確立 



（補足資料）

 

■本件に関する

株式会社ダイヘン

TEL：

 

 

 

 

■参考図

電力線経路の例

（現状）

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（レギュラトリーサンドボックス導入後）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電波法により

ＨＤ－ＰＬＣ

用範囲は、分電盤か

ら各負荷機器間の

みに限定

規制が緩和されれば、

ＨＤ－ＰＬＣ

範囲が拡大する。

変圧器を

Ｃ信号が通過するこ

とで、

用した通信が可能と

なる。

（補足資料）     

に関するお問

株式会社ダイヘン

：06-6390-55

 

 

 

 

参考図 

電力線経路の例 

（現状） 

（レギュラトリーサンドボックス導入後）
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お問い合せ先 

株式会社ダイヘン 産業電機

5553 

（レギュラトリーサンドボックス導入後）
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産業電機事業部 企画部

（レギュラトリーサンドボックス導入後）
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企画部  

（レギュラトリーサンドボックス導入後） 

広報

                    

広報・取材に関するお問い合わせ

株式会社ダイヘン経営企画部営業企画課

TEL：06-7175

   

関するお問い合わせ

株式会社ダイヘン経営企画部営業企画課

7175-9580 

関するお問い合わせ 

株式会社ダイヘン経営企画部営業企画課

 

株式会社ダイヘン経営企画部営業企画課  



（補足資料）                           
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■ 注釈 

※１ レギュラトリー・サンドボックス 

  日本語に訳すと「規制の砂場」。安全が確保された公園の砂場で無邪気に遊ぶ子供のように、 

企業が限られた期間や範囲で、規制やルールにとらわれずに試験事業などができる制度 

 

 

※２ 以下の方法による社内ラボ評価結果 

＜評価方法＞ ＰＣ２台を用いたローカルネットワークでパケット送信による通信速度を測定 

                              ＜評価結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 


